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職業に関する

選択教科は必要か
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稲田茂(東京工大付属工高校）草山貞胤(神奈川県秦野市南中学校）

鈴木寿雄(文部省職業教育課）
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職業・家庭科の選択教科の問題点

稲田本日は選択教科の問題について，

いろいろお話ししていただきたいと思いま

す。早速草山先生，どういうようなねらい

でもってやっていっているか，またいかな

る実践をおこなっているかその方面から…

草山私の学校で現在やっている選択科

目は，この７～８年来だんだん生徒の数が

減っています。というのは高校進学の数が

増えているからです。それで農業の方は４

～５人位しかとってないようです。したが

って農業を選択教科として存続する可能性

がなくなってきて，現在残っているのは工

業関係，それから家庭科関係だけです。家

庭科関係の方は14～５人残っています。工

業の方にも15～６人おりますが，これはむ

しろ戦業科の工業関係の学習がおくれてい

るのでそのためやむをえずに工業を選択さ

せているという形の生徒です。ですから，

こんどの改訂でいうように，技術・家庭科

の必修の工学内容の上に，選択教科を工業

とするということになると，施設・設備も

十分でないし，それを受け入れる生徒の能

２

力も劣っているという生徒ですから，新課

程の選択教科の運営はむずかしいわけです。

したがって，もし選択教科を今後存続する

とすれば技術科の工業部門の復習をして，

まあ実習を少し多くするという程度で〆な

かなか指導要領にもられている目的はとて

もできない状態です。

稲田それでは選択の方は農業はやって

おられないのですか。

草山去年まで複式でやっていましたが，

今年からはやっておりません。

鈴木それは英語と二者択一の形でやっ

ているのですか。

草山そうです，ですから英語が４時間，

戦業・家庭の選択が４時間です。そして学

年別には，１年生は全部英語をとっていて，

２．３年生から選択をとらせるような形に

なっているのですけれども，農業の場合は

２年間のカリキュラムをつくって２年間や

るわけです。そのかわり，２年生３年生が

一緒の組に編成されてやっている。ですか

ら２年間で，交代にそれを回転していく形

になるわけです。

鈴木農業と工業がですか。

章山いいえ，農業だけです。要するに，



２．３年を一緒に同じ時間に同じ教室に入

れてやるということになります。それは，

人数が少ないからです。そうすると２年生

でやってその２年生が３年生でやる時，ま

た次の２年生がやることになります。

稲田工業でやっている内容というのは，

章山大体木工関係と機械関係ですね。

機械の方は旋盤と，それから木工関係は木

工作をやっていますね。

稲田鈴木先生の方は，今までいろいろ

な研究発表を御覧になったりして，どう思

いますか。

鈴木１年生が英語というのがほとんど

多いですね。２年・３年生で選択，そして

その場合でも全面的にいったら２年生の選

択教科，職業課程は20％というところでは

ないですか。それから３年生で34～35％と

いうところですね。ですから，ちょうどこ

の数字は中学校の卒業生の中で就職する生

徒の比率に似合うのです．。というのは，全

国の統計によりますと，現在55％位進学し

て35％位が就職する，残りは不詳というこ

とになっているわけです。ですからその数

字に大体みあっているのですよ。

章山私の学校でも大体20％位になりま

すね。選択をとっている生徒がね。３年生

の家庭と機械の方の両方ですね，

鈴木現在としては一番私遠が聞いてい

るのは選択する生徒の質の問題ですか。ど

ちらかというと学力の劣った生徒が集まる。

そのために必修を発展させて，選択を運営

するという方法が非常にむずかしいという

ことですね。

章山大体平均点３点以上の生徒が選択

にくるということはめったにないですね。

結局英語を選択して高等学校に行くという

可能性は全くないという生徒で，しかも高

３

等学校へは行かなくとも，補導所や養成所

などに行く生徒などは英語を選択していま

す。英語教室に入って，１週間４時間なに

も解らなく坐っていることが苦痛だという

のが，体を動かす選択の中に入ってきてい

るという形ですね。こういう形ですね。正

直いって。

鈴木そうしますと，選択をとらせるぱ

あいの指導は，どうなっているのですか。

英語か，戦業・家庭科かのどちらの方を選

ぶかという指導はおこなわれていますか。

章山私の方の学校では，大体進路指導

の面で高校へ行く生徒はどうしても英語を

やらなければいけないとし，そのほか商業，

農業，工業課程と，その他の希望の選択教

科をいくつか並べて生徒に書かせ，出させ

るわけです。そのうち10人以上いるコース

は私の学校では設定するという方針でやっ

ているので，時によっては農業コースがで

きることもあるし，時によっては商業コー

スができる時もあります。ですから毎年同

じコースを置いているというわけではない

のです。１０人以下のコースの時はなくして

しまって，そしてそれに近いコースに入れ

ていく。ですから工業の方の選択をしてい

るうちに４時間のうち１時間珠算をして両

方満足させるような選択科目になってしま

うこともあるのです。

鈴木女子の方の家庭科はどうなのです

か。

草山家庭科を３時間，簿記を１時間と

いうようになっています。で家庭科の方は

比較的できる子もいるのです。進学者と就

職者との比率で，就職者が選択をとるとい

うことは少ないのです。それから農家の長

男で，農業をやるべきと思われる生徒が，

私の学校に14～15人位いるわけですが，そ



のうち10人は農業高校にいってしまう。し

たがって英語をとっていないと，農業高校

に入れないというので，選択に入ってくる

生徒はほとんどないのです。それから７反

～８反という小さい農家の子どもは大体中

学校を卒業しても，家族が農業をして本人

はほかに務めているという家庭が多いので，

就職を希望して農業をとらないし，大きな

農家の子どもは，農業高校へいってしまう

ので現状では，ほとんど農業コースの選択

する生徒はいないわけです。

鈴木それはたとえばですね。英語と職

業とを併習させたら解決する見込みはある

のですか。

草山そうですね。農業なり，工業なり

を併習して，しかも高校への進学には支障

がないように英語をとれるということにな

れば，相当救われて実際役立つ実習がやれ

るという想像がつくわけです。前にもこう

してかなりの成果を上げたわけです。現在

進学がやかましくなってきまして，だんだ

ん今のような傾向になってきたわけです。

稲田これはやはり学校選択といいます

かね。１，２，３年と全部英語があり，選

択は２，３年全員やるのですよ。

鈴木全員がどれかの選択をやるという

のですね。

稲田そうです。英語は全員３年間必修

でその他に選択をどれかとるというわけで

す。そうすればよい生徒もくるわけです。

草山だからどうしても選択教科を盛ん

にして，そして中学校を終って実社会にの

びて行こうとする生徒を作るということに

なるならば，やはり英語を全員必修にして

しまわないと，選択にしておくとかえって，

他の選択をのばさない一つの大きな原因に

なっているわけですね。

４

指導内容はどうなっているか

鈴木それから指導の内容の問題ですが

ね，先程木工と機械といわれたのですが，

必修との関係はどうなっているのですか。

章山ですから，たとえば基礎技術は木

工の場合は，必修と同じだけれども，選択

の生徒にはとてもその教材は買えないから

学校の机の修理をするとか，あるいは学校

の温室を作るとか，そういうような学校の

施設・設備を作ることを主体として，生徒

に費用のかからないようにしているのです。

ですからきまった教材がなくて毎年先生が

苦労してなにか教材を作るのです。まあ今

年は温室を作ることでかなり仕事がありま

した。４坪の温室を作ったのですが，塗装

まで全部できますから，こういう点ではた

またま予算で今年は温室ができたからよい

のだけれども，ない年は相当教材をみつけ

るのに苦労するわけですｄ

鈴木その場合感じるのですが，まあア

クティピティとしては意味がでてくるわけ

ですけれど，職業準備という色彩はわりと

軽いわけですね。木工の場合などどうです

か。

章山それは将来高校などへ進むという

自信がある子どもたちではないし，まあな

んといいますか，英語はとれないし，時間

数はあるし，英語の時間坐っているのがつ

らいから選択をやっていこうという形の生

徒が多いのです。ただその選択のよい点を

考えてみますと，生徒数が非常に少ないと

いう点と，わりあいに週４時間という時間

があるために先生と親しくなって，本当に

先生と気が一致した子どもができる。いま

までわからなかった生徒の性格や手先きの

器用さ，そういうようなこともわかってき



て進路指導のために非常に正確な本人の性

格を知ることができる。この点では効果が

あるし，とくにもう学校がいやになってき

た生徒でも学校へきてそういうものを作っ

て楽しんだりするし，またあまり試験もあ

りませんしね。そういう点で生活指導に役

立つということの方がむしろ利点があって，

私の学校で，１人全交学校へこなかった生

徒が選択をやりだしてから毎日きていると

いうこういう生徒の特別救済所みたいにな

ってしまうわけですね。

稲田そう，前に群馬県のある学校で校

長先生が，そこでは選択にオート三輪の運

転をやっているわけですが，それをみてい

て，いわく「こういう劣等児は勉強はだめ

なのです。そこで選択をやっているのは劣

等児なのです。まあこれが一番よいわけで

す」といっていました。

章山今オート三輪の話がでましたが，

私の方にもオート三輪をこの間，農協にい

って１台寄附してもらいました。わりあい

整備してきちんとしてもってきてくれたの

です。こういう教材が入ってくれば，そう

いう面でも指導ができるし，非常に希望を

もってやりだすということもいえるのです。

でガーデントラクターの工具の選択といっ

ても私の所は，ガーデントラクターを使っ

ていろいろな工業教育をしていく，エン

ジンを組みたてたり，分解したりしていく

ということになりますと，これは理論的に

はわからなくとも，機械的に仕事だけはし

ていく，そうすると自然に体得してエンジ

ンが動かせるようになる。こういう点では

理論などわからないのだけれども実際やれ

ばやれるという徒弟教育みたいになります

けれども，それでも生徒は喜んでやる。そ

ういう特殊な生徒が救われるというだけで

５

すね。ですから本当に選択をきちんと，指

導要領にのってやり，将来の職業に役立つ

ようにするということには，ちょっと縁が

遠いい状態だけれども，まじめにくずれず

卒業していくという点では効果があると思

う。しかし相当に施設・設備も充実し，英

語と併習的に選択教科がとれるようになり，

高等学校へ進学する者，たとえば工業高校

へいく生徒は工業を，農業へいく生徒は農

業を選択することができるような形体がと

れるように時間数が融通がきけば，それは

相当数選択がのびて行きます。

就職組と進学組の差別は

鈴木よく選択教科の運営をめぐって，

就蹴組とか，進学組とかいった問題がいろ

いろうるさいわけですが，そういった級の

管理面はどうなっていますか。

草山私の学校ではその面ですが，就職

組と進学組とがだんだん別れていってしま

う。そうして進学組が学期末には勢力的に

勉強をしますが，就職組はなにか人的差別

をうけた敗残者のようになって非常に気力

がなくなるので，私の方では３年生の補習

を多少やっているのですが，その時は就職

者と進学者も全部一緒にやっています。普

通の学習の組の編成でも，選択教科の時に

英語をとるか，選択教科をとるか，それだ

けの差別以外に差別しない方針でやってい

ますので，まだ補習やその他の差別からく

る弊害は少ないのですが，近所の学校をみ

ますと，ますます激しくなっていますし，

そういう関係で進学組の数の方が絶体多い

というわけで，生徒の中でも実際は進学し

ないのだけれども英語のなかにもぐってい

る。

鈴木それは組わけをしているのですか。



草山いいえしておりません。組わけは

いまは４クラスにわけているのですが，そ

の４クラスの中に進学組も就職組も混って

いるわけです。ただ選択の時間だけが別れ

ているという形です。

改訂による選択教科は

なにを意味するか

稲田実践現場の例が上がらないのです

が，一応草山先生の話を総合してみまして

も大体選択教科をおく場合に，学校の進学

ということを考えた場合，英語と職業との

課目を併習する場合，また単独にする場合

とはその結果が非常に変ってくると思うの

ですが。ところが将来新しい技術・家庭科

の新しい教科課程の場合に，仮に選択とい

う⑳が子どもの趣味・特性に応じておこな

ってもやはり進学という形でおさえられて

いるという現状では，特性，趣味に応ずる

といってもやはりうける子どもというのは

将来進学をしない子どもに限られてしまう。

今度はその進学しない子どもも，そういっ

たことを考えて選択をえらんでも，本当は

進路，将来別の面に行くなどということも

ある。その点どうですか。

鈴木これからの就職ということを考え

た場合に選択教科の数学，英語を含めて。

やはり数学，英語を必要とする子どもはま

た当然いるわけですね。とくに大企業など

の要求としては，技能的教科よりも，基礎

的学力といったものを要求すれば，やはり

数学，英語は必らずしも必要ないというこ

とにはならないわけで，そういう教育課程

の編成だって一応考えて行かなければいけ

ない。それから併習の問題は一応教育課程

の上では二者択一の形になっていないで，

英語，数学をとって，なおかつ職業をとれ

－６

るという形になっているわけです。ただ進

学だけを希望する子どもは，数学と英語を

合せるともう戦業に関する教科をとる時間

がないということになるわけです。それで

事実上のコースが別れるという形になる。

章山まあ，しかしそういうになってい

るけれども，実際進学する生徒は，私の学

校ではだんだん多くなってきて，７割１分

になっていますから，そうしますと父兄の

ほとんどが進学を相当強く要求してくる。

そうしますと文部省で定められた最底数以

上に国語や数学や英語をや'る傾向になって

きます。そうすると，どうしても選択が二

者択一の形になってしまうのです。そうい

う点でまずいのですけれども，やはり全校

が職業に関する教科と英語とがとれるよう

な時間配当をしていく，たとえば神奈川県

をみますと，英語を最高にやっている学校

は１週７時間６時間という学校もあります。

最底は８時間ということになっています。

そうしますと，どうしても６時間，７時間

やっている学校におされてくる，こういう

関係で英語の先生は英語を増そうとするし，
数学の先生は数学を増そうとする。こうい

う競争が激しくなってくるにつれ，おいこ

まれていくのが，選択教科というわけです。

そこでどうしても今のような形であっては

とても二者択一にしていくほかに，英語を

とって，しかも選択をやるというのは現実

としてはとても無理です。こういう面で困

難だというが，ある程度私の方の学校で農

業を選択においた時は相当農業機械も整備

されているし，農場もあるし，それで将来

自分の家でやるという生徒たちは一生懸命

研究するし，ともかくも今まで親がやった

ことのないガーデントラクターを運転して

畑を耕すとか，モーターを畑の中にだして



きて操作するとか，現在年よりにはできな

いことを，あまり知能の高いくない生徒も，

どんどん仕事はできるということになると，

実際すぐ帰ってやる。農家の中ではよく知

っているという人間になれるわけです。こ

ういう点で職業準備としては相当成果が上

がるのではないかと思います。工業の方で

も機械の整備が充実して，これに対する教

材などが十分あたえられるとするならば相

当の技能教育にはなるのだけれども，理論

がわからなくとも仕事は一応できるという

ある程度の生徒ができてくると思うのです。

けれども，やはりこれには施設・設備と教

材にもかなり影響してきますから……

鈴木その場合,､選択教科を私は蹴業準

備教育，進路特性教育に応ずる教育といっ

ても，あくまでもその職業生活とかあるい

は家庭生活という基礎的な教育をいってい

るわけですよね。そういう意味ではたとえ

ば工業科をとっても,旋盤工を作とか,ある

いは板金工を作るという教育にはなっては

いけないと思うのです。やはりその工業科

の中味でもその手仕上げ，機械仕上げ，電

気機械工作とは，工業一般的な基礎という

ところしかおさえていないわけですよ。よ

しんぱ技能教育をやろうとしても，現在の

技能教育とはやはり今度の職業訓練教育法

をみましても，一つの機械を操作するのに

段底所要時間は1,800時間だということに

なっている。それが職業の入門技術だとい

うのが今の世の中だと思います。そうする

と，なまじっかなことをやってみても，そ

れは職業訓練にもならない。だとすればや

はり選択の工業科といえども工業界にいこ

うという，まあ広い意味での職業教育かも

知れないけれども。しかしそうかといって

旋盤だけを一生懸命にやらせるとか，板金

７

だけを一生懸命にやらせるということでは，

やはり職業に関する教科全体の運営をあや

つってしまう方向にいってしまうと思うの

です。それから根本的には，ますますこう

いう教科をとる生徒が減ってくる。とくに

般近の統計などをみますと，昭和40年あた

りには75％位進学するであろう。するとそ

れにみあうだけ減るわけですね。そうする

と，それだけ学校の比率によって違うだろ

うけれどますます困難になってくると思う。

やはりそれで中等教育の後期の段階でどう

いうことを教えるかを考える。高等学校の

全員入学という問題もありますが，その外

にいろいろな教育施設をどう整備するかと

いうことを根本的な解決とみあって，選択

教科の考え方を反省する時期が必らず到来

すると思うのです。そうするとそういう場

合に選択教科はいらない，中学校は全部必

修教科でよいかどうかということもまた一

つ残された問題だと私は思うのです。

稲田まあ従来の傾向からみて，だんだ

ん将来，進学しない子どもが選択教科をう

ける。そうするとますます本質的な生徒の

レベルは落ちてきます。ところが改訂教育

課程を見ますと，一応技術・家庭科の内容

を基礎にして，その内容を理論的に深めて

いく，そういったことになっていきます。

ところで電気など特に考えてみますと，生

徒の質が悪くなった場合にその先とても困

難だと思います。

鈴木ですからその辺のことは，やはり

選択教科は総則でいっているように示され

ている内容でなくて，その学校なり，土地

の状況に応じていろいろそれに開発かける

ことができるといっているわけですね。で

すから選択教科の運営は学校によって，選

択をうける生徒の多い少いということもあ



るし，それと選択する生徒の質の問題もあ

るし，だから必らずしも必修教科の上に積

みかさなっていくということだけでは割り

切れないと思うのですがね。アメリカでも

インダストリアル・アーツというものがで

きない生徒，おとった生徒に対してやはり

いろんなサービスをしていくというところ

にも一つの意義を発見しているわけだから。

先程，草山先生がおっしゃったように，そ

こに一つの創作的よろこびを感ずる生徒も

いるわけですから，そういう一つのガイダ

ンスというか，広い意味での生活指導とい

う意味をもたせてくると，必らずしも戦業

という狭い視野だけで職業教科を運営でき

ない面もでてくるわけではないでしょうか。

章山その点ですね。私の学校では職業

教育を広い意味でのカイダンスで，工業を

選択していても，農業をやらせてみたり，

簿記をやらせてみたりする。特に今年の夏

休みは全部４日間職業訓練所の中に入れて，

職業訓練所の生徒としてみっちりやったの

ですが，相当つらい実習であったにもかか

わらず，非常に希望と喜びをもつのですね。

で私の方の学校では，選択の生徒は毎年こ

の職業訓練所に夏休みに入れるか，工場の

中に入れて工場実習をやろうと考えていま

す。私の学校では大体いままでは夏休象の

１週間ないし10日間を，この生徒全部は職

業訓練部として工場実習をやっていたわけ

ですよ。そういう意味で工場実習に行くま

えの準備教育というのは大体１学期間やっ

ておいて工場実習に行く。それから帰って

きて生徒の希望や将来の職業に応じて，ま

あ同じ工業界に務めるにしてもトライアウ

トみたいにあっちこっちゃらしているので

すから，生徒もかなり教材が自由選択にな

りまして，まあ生徒が少ないので先生の手

８

がゆきとどくのですが，これが生徒数が多

くなると，逆に先生が困ってしまうわけで

す。ですから少なくなるということはかえ

ってよいかも知れません。そういう面では

まだ選択教科も生きているような感じがす

るのですが。私の方の町は，大体光が農

業，光が工業で,残り光が商業です｡もう

一つ越えた村などへ参りますと，生徒の２０

％位農業選択をやっている。農家の長男が

どんどんやって，わりと選択農業教科の能

率を上げていますが，そういう点では私の

町のような小都市の所と，だんだん山奥に

行った所との差もでてくるでしょうし，や

はり，まだ必要な地域もたくさんあります

が，また反対に全部英語をとらせて選択を

おいていないという学校もあります。そう

いう学校の弊害として英語の時間はどこで

もだまって坐っている忍耐教育の時間です

から，そういう点で学校の帰りに生徒がや

けをおこすということも起りうることで，

こういう点でも全体的の生徒指導という立

場から考えてみて役立つということもわか

るのですがね。

鈴木結局，私はこう思うのです。東京

では選択教科をとっている所はとても少い。

それとまた地方ではまるまる選択教科をと

らせている所と，極端にいえばこの位幅が

あるわけですね。ということは選択教科に

おいてやはり本質的な必修でねらうと同じ

ような，やはりこれは普通教育の中での教

科ですから，そういう一般的なのびのある

教育をやっていくということですね。それ

を一応根元にして，なおかつ現実の問題と

して中学校を卒業して高等学校に入学でき

る者や，あるいはいろいろな社会教育施設

を利用できる者はよいけれども，現実とし

て，親の要求としては，たとえば和服位縫


























































































































